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本県の義務教育では，「すべての児童生徒

一人一人に基礎・基本の定着を実現してい

く」ことを目標にしています。 

本県においては，「基礎・基本」を，読み・

書き・計算といった学習基盤の育成及び各

教科等における基礎的・基本的な知識や技

能の習得とともに，その知識や技能を活用

して人間として社会人として生涯学ぶこと

ができ，自らの人生を切り開いていくため

に必要な能力（思考力，判断力，表現力等）

ととらえています。 

（「平成 22年度学校教育指導指針」より） 

 

 

 

「活用問題」とは，学習指導要領を基に，

知識・技能を活用して，思考力，判断力，

表現力等を育むことを目的とした問題です。   

そのために，「活用問題」は，必要な情報

を取り出したり，根拠を持って考えたり，

自分の考えを説明したりするなどの言語活

動に取り組めるよう構成しています。 

児童は，授業や家庭学習などで「活用問

題」に繰り返し取り組むことにより，知識・

技能を活用することに習熟していきます。 

また，教師は，児童の解答状況から，授

業実践を振り返ることより，授業改善につ

なげることができます。 

 

 

 

小学校国語科における「活用問題」は，

「知識・技能の活用を図る学習活動に関す

る指導展開例」（岩手県立総合教育センター，

2009）における「『活用』のとらえ」をもと

に，PISA型読解力の３観点と作成上の留意

点をふまえて作成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，「活用問題」の作成に当たっては，

PISA型読解力の３観点をもとに，以下の類

型を設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 基礎・基本の定着について 

２ 「活用問題」とは 

３ 小学校国語科における｢活用問題｣ 

学習指導要領

活用問題

｢活用｣のとらえ
(1)既習内容を使いながら，自分の考え

をまとめ表現する学習活動

(2) 互いに考えを交流し，評価し合う学
習活動

(3) 物事を関連づけたり，評価したりし
ながら課題に取り組む学習活動

(4) 様々な本や文章に接しながら，身に
付けた言語能力を発揮する学習活動

PISA型読解力

あ３観点
作成上の
あ 留意点

○順を追った設問の組み合わせ

○変化を付けた設問の組み合わせ①

○変化を付けた設問の組み合わせ②



４ 「 活 用 問 題 」 の 具 体 例

⑤ 設問のステップに変化を付けま
した。

④ 複数のテキストや非連続型テキス
トを取り入れました。

① 問題文の中に，日常生活の中で
起こり得る場面を設定しました。
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児童が問題の内容や状況をとらえやすくなると
同時に，問題を解く必然性を感じることができる
よう，授業場面や生活場面を問題文に盛りこみま
した。

「活用問題」を通して日常生活に生きる言語能
力の素地を養う支援となることを意図したもので
す。

左の例では，児童が自分の好きな詩について調べ，
文章に表そうとする場面を取り上げています。

複数のテキストや非連続型テキストを取り入れ
て問題を作成しています。

児童は 「活用問題」を通してさまざまなテキス，
。トを利用することに習熟していくことができます

情報の取り出し → テキストの解釈 → 熟「 」 「 」 「
考・評価」の順を追ったステップを 構成の基
本としています。このステップに変化を設ける
ことで，児童は自ら順を追って思考し，基礎・
基本となる言語能力を活用するようになりま
す。

② 問題の見出しに言語活動の内容と
学習指導要領の領域を明記しまし
た。

③ 問題文の見出しに目標時間を明記しました。

問題の中で必要とされる言語能力について児
童が見通しをもちながら取り組むことができる
ようにするための配慮として，言語活動の内容
と学習指導要領の内容を問題の見出しに明記し
ました。

詩と二つの資料を比べながら読み，問題に取り組むこと
を通して，児童がテキストを利用することに習熟できるよ
う配慮しています。

児童が内容をつかみやすくなるように，二つの資料は，
解釈が大きく異なるものを取り入れました。

「推薦する」言語活動は，第５・６学年の言語活動
例に示されています。日常生活の中で起こり得る場面

， 。として ここでは国語の授業の様子を設定しています

設問１は「情報の取り出し」に該当する問題です。
また，設問２は「熟考・評価」に該当する問題になっ
ています。

「推薦する」と明記することで，児童は既習内容を想起することができます。想起し
た内容は問題を通して活用する知識・技能となります。

児童が集中して問題に取り組むことができるよう，また時間配分を考えて
問題に取り組むことができるようにするために，目標時間を明記しました。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

５ 正答例と解説 

６ 「活用問題」の使用場面 

正答例と解説は，主に児童自身が使用でき

るように，以下の点に留意しています。 

 

「活用問題」は，児童一人一人の実態に配慮しながら，次のような学習場面で使用する

ことを想定しています。 

授業場面で使用する 

授業場面で比べ読みをするための補助教材

として取り入れ，児童の言語活動を支援する

ために使用することができます。 

単元の終了直後に使用する 

単元の学習を通して、知識・技能が児童に

習得されているか教師が確かめるために使用

することができます。 

 

 

予習で使用する 

習得すべき知識・技能を意識化し，単元にお

ける言語活動に児童が見通しをもって取り組

むために使用することができます。 

 

家庭学習や朝自習で使用する 

単元で行う言語活動と関連した課題や既習

内容の復習のための課題として，繰り返し使用

することができます。 

 

 

 

研究内容の詳細については，当センターWeb ページ（岩手県立総合教育センター Web ページ 

http://www1.iwate-ed.jp/）に資料を掲載しておりますのでご覧ください。 

作成した「活用問題」については，岩手教育情報交流ネットに掲載する予定です。また，活用問題 CD-ROM

を作成し，各市町村教育委員会経由で各小・中学校に配布いたしますので，ご活用ください。 

正答例 

情報を取り出す問題には正答，テキストを解

釈する問題には正答ないし正答例，熟考・評価

する問題には正答例として記載しています。 

身につけてほしい力 

問題を通して求められている言語能力を，児

童が確認しながら取り組むことができるよう

に記載しています。 

考え方 

正答に至る道筋を，平易な言葉で示していま

す。問題で使用する表現様式について概説した

り，必要な要素を列挙したりして，児童が解説

を通して理解を深めることができるようにし

ています。 

 

 

 


